
1．発掘調査の背景と目的
　西アジアの「肥沃な三日月地帯」は、地中海型農耕

（ムギ作農耕とヒツジ・ヤギ飼育）の起源地として知ら
れている。過去、40 年間、肥沃な三日月地帯の西翼
をなすレヴァント（トルコ、シリア、レバノン、パレ
スチナ、イスラエル、ヨルダン）では新石器時代を対
象とする考古学研究が飛躍的に進展を遂げた。一方、
東翼をなすザグロス（イラク東部、イラン西部）では、
不安定な政局の影響を受け、考古学研究が著しく停滞
してきた。この結果、1990 年代までには、地中海型
農耕はレヴァントに起源し、ザグロスには比較的新し
い時期になってから農耕が西方から伝播してきたとす
る学説（レヴァント単一起源説）が考古学会で形成され
た（e.g. 藤井 2001）。
　しかし、今世紀に入り、この学説は大きく揺らぎ始
めている。例えば、近年、急速に発展を遂げた遺伝子
研究は、ザグロスの重要性を指摘している。2007 年
には、ユーラシア大陸各地の現生の野生・栽培大麦を
対象に遺伝子研究が行われ、世界には大麦の系統が 2
系統あり、ヨーロッパ、アフリカで栽培されている大
麦はレヴァントに自生している野生種を祖先とし、東
アジア、中央アジアで栽培されている大麦はザグロス
の野生種を祖先にしている可能性が指摘された（Mor-
rell and Clegg 2007; Saisho and Purugganan 2007）。
また 2008 年には、ユーラシア大陸各地の現生の野
生・家畜ヤギの遺伝子が研究されたが、世界で最初に
ヤギの家畜化が進行した地域は、レヴァントではなく
ザグロスであった可能性が指摘された（Naderi et al. 
2008）。また、エンマー小麦に関しても、ザグロスと
レヴァントの野生種が交配したものが、現生の栽培エ

ンマー小麦の祖先であると指摘されている（Ozkan et 
al. 2005）。このように遺伝子研究は、ザグロスでも独
自にヤギの家畜化、大麦、小麦の栽培化が進行した可
能性（多地域起源説）を示している。
　また、今世紀に入り、ザグロスを対象とした考古学
調査が再開され、ザグロスの新石器時代に関連して大
発見が続いている。2013 年には、イラン・ザグロス
にあるチョガ・ゴラーン（Chogha Golan）遺跡で発掘
調査を行ったドイツ・イラン隊が、この遺跡で麦の栽
培がレヴァントと同様に前 1 万年近くにまで遡る可能
性があることを指摘し、学会の注目を集めている

（Riehl et al. 2013）。さらに 2016 年には、イラン・ザ
グロスの新石器時代の遺跡から出土した古人骨から
DNA を抽出し現代の人間集団と比較した結果、新石
器時代にザグロスに居住した人間集団が、現在、イラ
ンから南アジアにかけて暮らす人々の祖先にあたる可
能性が示され、ザグロスがレヴァントとともに、農耕
の起源地であったこと、またザグロスの初期農耕民が
農耕の技術を携え東方に拡散していった可能性が高い
ことが明らかになっている（Broushaki et al. 2016）。
　このようにザグロスは、レヴァントと並び、現在、
地中海型農耕の起源地として注目されるようになって
きている。筆者の一人（安倍）も、2011 年よりイラン
に入り、ザグロスの新石器時代から出土した遺物を中
心に資料調査を進めてきた。2018 年からは、ザグロ
スで誕生したザグロス型の農耕文化がどのように東方
に拡散していったのか、そのプロセスを研究するため、
研究の空白地域であったイラン東部の南ホラーサーン
州をフィールドに考古学調査を開始した。
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2．�カレ・クブ遺跡の第 1次調査：�
イラン東部最古の農耕村落を求めて

　カレ・クブ（Kale Kub）遺跡は、南ホラーサーン州
の州都ビールジャンドから北西 140 km にあるアイア
スク（Ayask）村、その西方 800 m に位置する遺丘であ
る（図 1、2）。遺丘の大きさは 7 ha と中規模だが、現
在は、農地として使用され地表面が大きく削平されて
いる（図 3）。
　発掘を実施する前から、この遺跡では、押圧剥離に
よって剥離されたチャート製の細石刃や細石刃石核が
表採されていた。ザグロスでは、こうした石器類は、
先土器新石器時代や土器新石器時代前半といった新石
器時代のなかでも古い時期に特徴的な石器である。そ
のため、カレ・クブ遺跡にも古い新石器時代の層があ
ることが予想され、イラン東部最古の農耕村落を発見
することを目的に、発掘調査を実施した。

　今回の調査では、遺丘の中央にトレンチ A（2 m×
2 m）とトレンチ B（2 m×2 m）の二つのトレンチを設
け発掘した（図 2、3）。トレンチ A では地表から 5 m
掘り下げた段階で、トレンチ B では地表から 4.5 m 掘
り下げた段階で、遺物の出ない地山に到達した。しか
し、両者とも地山の直上の層から、新石器時代と銅石
器時代の移行期に相当するチャシュメ・アリ（Chesh-
meh Ali）文化（前 5200 年〜前 4800 年）の土器片が出
土し（図 4）、残念ながら、カレ・クブ遺跡では、農耕
の拡散プロセスを研究できるような古い新石器時代の
層を見つけることはできなかった。
　遺跡で表採された細石刃石核と細石刃は、ザグロス
とは異なり、南ホラーサーン州では、新しい時代まで
残存している可能性も考えられ、今後の検討課題とし
たい。

図 1　�カレ・クブ遺跡の位置（点線はプロト・エラム文化が
広がった範囲）

図 2　カレ・クブ遺跡トレンチA

図 3　カレ・クブ遺跡

632018［平成 30 年度］

安
倍
　
雅
史
／
ホ
セ
イ
ン・

ア
ジ
ジ
・
ハ
ラ
ナ
ギ



3．�最果てのウルク文化の遺跡か？　�
あるいは最果ての�
プロト・エラム文化の遺跡か？

　しかし、今回の調査において、きわめて重要な発見
があった。トレンチ A、トレンチ B それぞれ表土下
1.5 m、1 m のところに厚さ 50 cm ほどの礫層があり、
この礫層から大量の外傾口縁鉢（ベベルド・リム・ボ
ウル、Beveled Rim Bowl）が出土したのだ（図 5）。
　この外傾口縁鉢は、南メソポタミアのウルク

（Uruk）文化（前 4000 年〜前 3100 年）を代表する遺物
であり、パン焼き用あるいは食糧分配用の土器であっ
たと解釈されている。また、カレ・クブ遺跡からは、
このほかにも粗製盆（Low Sided Tray）や四耳壺（Nose 
Lugged Jar）といったウルク文化を代表する器種も出
土している（図 6）。
　では、なぜ南メソポタミアのウルク文化の土器群が、

南メソポタミアから 1000 km 以上離れたイランの南
ホラーサーン州から発見されたのだろうか？
　ウルク期に、現在のイラク南部に世界最古の文明メ
ソポタミア文明が誕生したことが知られている。ウル
ク期の後半になると、ウルク文化の物質文化は、南メ

図 4　�カレ・クブ遺跡から出土したチャシュメ・アリ期の土器片（下 3点）

図 5　�カレ・クブ遺跡から出土した外傾口縁鉢（ベベルド・リム・ボウル）

図 6　カレ・クブ遺跡から出土した四耳壺の把手破片
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ソポタミアを超え、南東アナトリアやシリア、北メソ
ポタミア、イラン高原などの周辺地域に広がっていく。
南メソポタミアは、ユーフラテス河、ティグリス河が
運んだ泥が堆積してできた広大な沖積平野のため、文
明生活を営む上で必要な鉱物資源や貴石といった資源
がほとんど存在しない。そのため、こうした資源を周
辺地域から獲得するため、南メソポタミアの都市国家
群が競って周辺地域に進出していった結果、ウルク文
化の物質文化が広がっていったと解釈されている（Al-
gaze 1993）。
　いままでウルク文化の物質文化が確認された最北東
の遺跡は、イラン高原のタペ・シアルク（Tappeh Si-
alk）遺跡やアリスマン（Arisman）遺跡、テペ・ソファ
リン（Tepe Sofalin）遺跡であった（図 1）。カレ・クブ
遺跡は、ウルク文化の土器群が発見された最北東の例
であり、今回の発見によって、ウルク文化の広がりが、
さらに東へ 600 km 広がることとなった。
　カレ・クブ遺跡から出土したウルク文化の土器群は
どのように解釈できるのだろうか？　1．在地集団が
ウルク文化の物質文化を取り入れた、2．この遺跡に
南メソポタミアから来た商人の居留地が存在した、あ
るいは 3．シリアのハブーバ・カビーラ（Habuba 
Kabira）のような本格的な南メソポタミアの植民集落
が存在したなど、さまざまな仮説が考えられるが、今
後の調査課題としたい。
　また、これらの土器群は、ウルク期のものではなく、
プロト・エラム（Proto Elam）期（前 3100 年〜前 2900
年）のものである可能性もある。外傾口縁鉢や四耳壺、
粗製盆といった土器群は、次のプロト・エラム期にも
引き継がれたことが知られている（Mutin 2013; Petrie 
2013）。プロト・エラム期の物質文化は、これらの土
器群のほかプロト・エラム文字で書かれた粘土版など
を特徴とする。プロト・エラム文化は、イラン西南部
のスシアナ平原で誕生し、ザグロスやイラン高原西部
を中心に広がったと考えられている（図 1）。ウルク期
の終わりに交易ネットワークが崩壊した後、南メソポ
タミアに物資を供給し続けるため、スシアナ平原に
あったスーサ（Susa）が中心となって再度、交易ネッ
トワークを構築した結果だと考えられている（Lam-
berg-Karlovsky 2013）。カレ・クブ遺跡から出土した
土器群がプロト・エラム期のものであった場合でも、
カレ・クブ遺跡はプロト・エラム文化の物質文化が確
認された最北東の遺跡となる。
　世界で 2 番目に古い文字とされるプロト・エラム文

字は、いまだ 1 割〜2 割程度しか解読されていない。
プロト・エラム文字粘土板は現段階では 8 遺跡からし
か出土していない（Mutin 2013）。カレ・クブ遺跡の
大きさは 7 ha と決して大きくはないが、プロト・エ
ラム文字粘土板が大量に出土したスーサの当時の規模
が 11 ha 程度だったことを考えると、カレ・クブ遺跡
からも将来的にプロト・エラム文字粘土板が出土する
ことは十分期待できる。

4．おわりに
　イラン東部最古の農耕村落を見つけるという意味で
は、今回の調査は空振りに終わった。しかし、今回、
カレ・クブ遺跡は、イランの文明形成期を考えるうえ
で極めて重要な遺跡であることが判明した。
　今後、前 4 千年期後半／前 3 千年期初頭の層に的を
しぼり、本格的な発掘調査を実施する予定である。
　なお、この調査は、科学研究費助成事業基盤研究

（C）「ザグロス地域における農耕・牧畜の起源に関す
る考古学的研究（研究課題／領域番号 17K03228）」に
よる成果の一部である。
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